
　複素数 z に対して

f 0 1z =
+1 U 3 i

2
 z  ,   g 0 1z =- z

という f 0 1z  ,  g 0 1z  を考える。ただし ,  z  は複素数 z の共役な複素数を表

すものとする。

　このとき ,  次の問いに答えよ。

(1) 複素数 z に対して ,  f 0 1f 0 1z  を計算せよ。

(2) O を原点とする複素数平面において ,  複素数 z ,  f 0 1z  が表す点を

それぞれ P ,  Q とし ,  線分 PQ の中点を M とする。

このとき ,  4PMO の大きさを求めよ。

2022 個 
(3) i を虚数単位として ,

=f MgMf MgM…Mf Mg  0 1i  

　　とするとき ,  2022   の値を求めよ。
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